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様式A

国際フェアトレード認証申請書
	申請日
	クリックして日付を入力してください。

	申請目的
	選択してください。


本申請書Section A-C　に必要事項をご記入の上、下記の書類を添えて、Eメールにてご提出下さい。
本申請書はワードファイルのまま送付下さい。

申請書に添付する書類：
①法人の登記簿謄本　※発行日より6か月以内のもの（コピー、スキャンデータ可）
②事業概要がわかる書類　※書類のリンク先URLでも可（会社案内、パンフレット、活動報告書など）
③会社全体の年間総売上高が確認できる書類
④様式K　内容確認書のスキャンデータ（署名したもの）

（請求書の送付に関する注意）
当方からの請求書は電子請求書で発行いたしますので、事前にIDの登録が必要となります。株式会社インフォマート（BtoBプラットフォーム請求書）よりメールにてご登録のご案内を送付いたします。インフォマート・メールアドレス「post-master@infomart.co.jp」からのメールを受信できるようご設定ください。

Section A 会社概要
	項目
	日本語表記
	英語表記

	会社名
	例：株式会社○○○	例：○○○Co. Ltd
	代表者（契約締結者）役職・氏名
	例：代表取締役
例：公平　太郎
	例：Representative Director
例）Taro Kohei

	契約書に記載する住所
	例:103-0006
例：東京都中央区日本橋富沢町11-6 英守東京ビル3階
	Eishu Tokyo Building 3F, 11-6 Tomizawa-Chō, Nihonbashi, Chuo-ku, Tokyo
	URL
	例：https://www.fairtrade.net/jp-jp.html	

	売上高 (税抜、直近の事業年度)
	例：2,473百万円	

	事業概要
	例:フェアトレード製品の製造、ネット販売	

	従業員数（人）　正社員・契約社員を含む
	例：100名	

	取得認証名（有機JAS、ISOなど）
	例：ISO 14001、有機JAS認証	

	FT原料保管倉庫会社名
	例：ABC倉庫株式会社	

	FT原料保管場所住所
	例：東京都港区公正町 1	

	自社製造工場所在地　※認証製品の製造をする場合のみ記入
	例：東京都中央区日本橋富沢町11-6	

	フェアトレード担当者
部署名・氏名・連絡先
	例：製品開発部
例：公平　未来
携帯番号：例：080-0000-0000
部署電話：例：03-5652-4846
メール：例：info@fairtrade-jp.rg
	例：Mirai Kohei
	郵便物送付先
	例:103-0006
例：東京都中央区日本橋富沢町11-6
	

	請求書送付先：部署名、氏名、
メール

	例：経理部
例：公正　太郎
例:fair@fairtrade-jp.org
	





Section B 国際フェアトレード認証　申請内容
B-1. 申請対象となる役割
	☐輸入　☐製造　☐卸　☐ライセンシー　☐ライセンシー（FSI）　☐小規模ライセンシー


すでに国際フェアトレード認証を取得している組織は、今回追加する産品、役割のみマークして下さい。
※FSI：Fairtrade Sourcing Ingredients(国際フェアトレード認証原料調達制度)
				
B-2 申請する産品
	産品名
	産品分類例

	☐	カカオ
	カカオマス、ココアバター、ココアパウダー、チョコレートなど

	☐	コーヒー
	生豆、焙煎豆、インスタントコーヒー、コーヒー飲料など

	☐	生鮮果物
	バナナ、りんご、アボカド、ココナッツ、レモン、オレンジ、ワイングレープなど

	☐	スパイス・ハーブ、ハーブティー
	スパイス：バニラ、クミン、コショウ、ショウガ、シナモンなど
ハーブ・ハーブティー：ルイボス、ハイビスカス、カモミールなど

	☐	ナッツ
	カシューナッツ、くるみ、アーモンド、マカデミアナッツなど

	☐	オイルシード・油脂果実
	ココナッツ、オリーブ、大豆、ごま、シアバターなど

	☐	加工果物・野菜
	ドライフルーツ、フルーツジュース、ドライ野菜

	☐	はちみつ
	

	☐	茶
	カメリアシネンシス　（※ルイボスティーは、ハーブに分類）

	☐	野菜（豆類・じゃがいも等を含む）
	ピーマン、ジャガイモ、ひよこ豆、レンズ豆など

	☐	穀類
	米、キヌアなど

	☐	繊維
	コットン

	☐	花・植物
	バラ、カーネーションなど

	☐	スポーツボール
	サッカーボール、フットサルボールなど



B-3　フェアトレード原料・製品の調達　
	フェアトレード原料名（製品）
	例：生豆
	年間調達量（予定）
	例：10トン
	調達開始時期
	例：2026年10月～


B-4　製造内容　（製造組織申請の方のみご記入下さい）
	製造の詳細（注1）
	例：コーヒー豆の焙煎
	年間製造量（予定）
	例：約8トン
	製造開始時期
	例：2026年11月～

（注1）焙煎、袋詰め、液化、充填、チョコレート原料製造など。コットンの場合：原綿加工、紡績、織物加工、染色、縫製、装飾など

B-5　販売する認証製品（原料）　
	フェアトレード認証製品の概要
	例：焙煎豆
	ライセンシー（※原則として製品のブランドオーナー）
	例：株式会社XXX
	その他の使用原料
	例：なし
	内容量（g/ml)またはサイズ
	例：200g
	年間販売量（予定）
	例：約8トン


B-6 ライセンスの確認（ライセンシー申請の方のみご記入下さい）
以下のご質問にお答えください。
(1)貴社の海外法人がありますか。
選択してください。
「はい」の場合、貴社との関係（親会社、グループ会社など）と拠点(国名)をご記入下さい。
	No.
	会社名
	貴社の関係
	国名

	1
	例：ABC Company	例：グループ会社	例：フランス
	2
	例：ABC Company	例：グループ会社	例：フランス
	3
	例：ABC Company	例：グループ会社	例：フランス


（2）※(1)で「はい」の場合のみご回答下さい。貴社の海外法人は、すでに当該国を管轄するフェアトレード・ライセンス機関と国際フェアトレード認証ラベルのライセンス契約を締結していますか。
選択してください。　（「はい」の場合、上表のNo.例：1）

（3）貴社の認証製品は、海外でも販売する可能性がありますか。ある場合、予定される販売国はどこですか。
選択してください。　（「はい」の場合、国名：例：オランダ、イギリス ）

（4） ※（3)で「はい」の場合のみ回答下さい。国別に集計した各国への出荷数量を貴法人によって報告が可能ですか。
選択してください。


Section C サプライチェーン
取扱を予定している国際フェアトレード認証製品（原料）、FSI対象製品（原料）につき、現時点で想定される調達先、製造組織（自社以外）、販売先をご記入下さい。

C-1 原料（製品）調達先
	組織名
	国名
	フェアトレード原料
（製品）名

	例：株式会社AAA	例：日本	例：コーヒー生豆
	例：株式会社AAA	例：日本	例：コーヒー生豆
	例：株式会社AAA	例：日本	例：コーヒー生豆


C-2 製造組織 （自社以外で製造される場合）（注2）
	会社名
	委託内容

	例：株式会社BBB	例：ドリップコーヒー加工
	例：株式会社BBB	例：ドリップコーヒー加工
	例：株式会社BBB	例：ドリップコーヒー加工

（注2）	委託製造する場合には、製造委託申請書（様式C）をご提出ください。
※製造委託とは、国際フェアトレード認証原料を無償支給にて製造依頼する場合を言います。原料の売買をする場合には、「製造」認証を取得する必要があります。

C-3 販売先
	販売場所・店舗名・インターネット販売
	所在地またはURL

	例：自社販売サイト	例：https://www.fairtrade.net/jp-jp.html
	例：CCCマート　DD店	例：東京都中央区日本橋富沢町11－6
	例：個人顧客	例：個別住所
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